
久米地区の小学校の移り変わり（主に校舎）        ＮＯ．１ 

 

１．現在の４つの小学校の校舎（４校とも２０１７年４月２３日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

        喬松小学校 

 

 １９８１年 北校舎新築 

 １９８３年 南校舎・体育館新築 

 ２０１７年 大規模改修 

 

 

                                     中正小学校 

 

 

                           １９８３年～１９８４年 校舎新築 

                           １９７４年 体育館落成（１９９６年改修） 

                           ２０１７年 大規模改修 

 

    

                誠道小学校 

 

 １９８６年～１９８７年 校舎新築 

 １９８８年 体育館新築 

             

 

 

 

                         秀実小学校 

                            

                         １９８１年 校舎新築（１９９２年管理棟修理）  

                         １９８０年 体育館新築（１９９５年改修） 



２．喬松小学校の移り変わり                      ＮＯ．２ 

 

（１）明治７年（１８７４年）、喬松学区に、２つの小学校が設立される。 

 

   明治７年８月２０日設立された     明治７年９月４日設立された 

   喬松小学校跡（現在は坪井公民館）   岩谷小学校跡 

                      （妙福寺の西にあり、現在は畑である。）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ◎明治７年の校舎の校舎、教員数、児童数、授業料（１年間）等 

 

          喬松小学校       岩谷小学校 

  校 舎     旧陣屋（公有地）    寺院（借地） 

  教員数     男１人         男１人 

  児童数 男   ６３人         ２６人 

      女   ２６人         １７人 

      計   ８９人         ４３人 

  学 区     坪井下村、中北上村の  坪井上村、中北上村の 

          山根以東及び南方中村  木原以西 

  授業料     ３３銭６厘       ２８銭２厘 

 

         （このころの米１５kg の値段は５０銭であった。） 

 

（２）明治２０年（１８８７年）４月、岩谷小学校は喬松小学校と統合する。岩谷小学校 

   は廃校となる。喬松小学校の学区は坪井上村、坪井下村、中北上村、南方中村とな 

   る。 

 

（３）明治２３年（１８９０年）坪井上村、坪井下村、中北上村は合併して、大井西村 

   となる。これにともない、喬松小学校の学区から、南方中村を分離した。 

 



№３ 

 （４）明治２７年（１８９４年）５月、喬松小学校は坪井下１２８０番地（鶴坂宮高下） 

    に移転する。坪井の安藤新助氏の酒倉を買い、その酒倉を改築したのである。 

 

  下の写真（２枚）がその校舎である。明治２７年には喬松尋常小学校と呼ばれていた。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             下の写真は現在の跡地である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）昭和３４年（１９５９年）坪井上の現在の場所に、校舎を新築して、移転した。 

    移転した喬松小学校の校舎（この写真の校舎は、大井西中学校の校舎であり、新 

    しい校舎はこの写真の校舎の南側にあった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                    ＮＯ．４ 

 （６）昭和５６年（１９８１年）～昭和５９年（１９８４年）現在の校舎と体育館が 

    新築された。平成２年（１９９０年）に現在の運動場ができた。 

 

 ３．中正小学校の移り変わり 

 

 （１）明治７年（１８７４年）と明治８年（１８７５年）に、中正学区に、２つの小学校 

    が設立される。 

明治７年１０月２０日設立された      明治８年１０月に設立された博智小学校跡 

五楽小学校跡               宮部下字竹の鼻に設立されたが、現在は農 

中北下字五楽の小高い丘の上に設立された  地となっている。南には道路が走り、さら 

が、現在は中国縦貫道が走っている。    にその南には宮部川が流れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「格致校史」（平成２年発行）によれば、五 

楽小学校は中国縦貫道の南から縦貫道にいた 

る場所に設立されたとしている。 

 

（右の写真は「格致校史」の博智小学校の 

 跡地である。「格致校史」では、設立時に 

 は、宮部下川原寺１２７８番地にあり、そ 

 の後、宮部下字竹の鼻に移転したとしてい 

 る。「久米郡誌」（大正１２年発行）では、 

 字竹の鼻で設立したとしている。） 

 

◎明治８年の校舎、教員数、児童数、授業料（１年間）等 

             五楽小学校         博智小学校 

 校 舎         新築（公有地）       旧民家（公有地） 

 教員数         男１人           男１人 

 児童数 男       ３７人           ３０人 

     女       １５人           １０人 

     計       ５２人           ４０人 

 授業料（明治７年のみ） ３６銭   （明治８年）授業料は集金したが、額は不明） 



№５ 

 （２）明治２６年（１８９３年）７月、五楽小学校は、尋常大井小学校分教場を経て、公

正小学校となる。学区は中北下、南方中、南方一色であった。校舎のあった場所

ははじめ中北下字横山にあったが、校舎がせまく、明治２８年（１８９５年）１

１月２３日に中北下字五楽の地に校舎を新築して、移転した。その後、明治４３

年度に元格致高等小学校の校地及び校舎を購入し、旧校舎を改築し、移転した。

下の写真の場所と推定される。この場所は久米川の南にあり、大字南方中ある。

（この記述は「久米郡誌」による。） 

 

    明治４３年度に校舎を改築し移転した公正小学校跡（現在は水田となっている） 

         （正式には、公正尋常高等小学校と呼ばれていた。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    明治２３年４月五楽小学校は尋常大井小学校仮分教場となり、中北下字横山 

    の下の写真の場所に移転した。こんもりした山の中の民家を仮分教場とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   明治２６年７月、公正尋常小学校は、この尋常大井小学校分教場を仮校舎として、 

   創立された。しかし、校舎が狭く、明治２８年１１月、字五楽の場所に、校舎を 

   新築して移転した。 
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 （３）明治２６年（１８９３年）７月博智小学校は大井尋常小学校となる。この大井 

    尋常小学校の設立場所は、はじめ宮部上の字泉谷の民家であった。 

明治８年宮部下字竹の鼻に設立した博智小学校は明治２３年１２月宮部    

上の民家に移転するも、明治２５年７月の洪水により校舎が流失したため、字泉 

    谷の民家を使用していた。そのため、この泉谷の民家を校舎としていた明治２６ 

    年に大井尋常小学校と改称した。 

        明治３９年（１９０６年）１０月大井尋常小学校は宮部下字竹の鼻に新校舎を建 

    築し、移転する。大体、博智小学校の設立場所あたりと推定される。（下の写真） 

                 （この記述は「久米郡誌」による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    明治２３年４月博智小学校は尋常大井小学校と改称し、明治２５年には宮部上 

    字泉谷の民家に移転する。下の写真が字泉谷の尋常大井小学校の跡地である。  

    手前のこんもりした山の上に平らな場所（１０アールはある）があり、現在は 

    畑となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



№７ 

 （４）昭和８年（１９３３年）大井尋常高等小学校と公正尋常高等小学校が統合して、

中正尋常高等小学校ができる。（今の中正小学校の場所） 

 

             中正尋常高等小学校の校舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）昭和３０年（１９５５年）木造２階だての校舎を新築した。 

 

             新築した校舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



№８ 

 （６）昭和５８年（１９８３年）～昭和５９年（１９８４年）に鉄きん２階だての校舎 

    を新築する。 

 

                明治４年、誠道学区には久米上村、久米中村、足山村、 

 ４．誠道小学校の移り変わり  大久保村、宮尾村、領家村の６村があった。 

                明治５年久米上村、久米中村、足山村、大久保村の４ 

                村が合併して久米川南村となる。 

                明治２２年６月、久米川南村と宮尾村、領家村が合併

して久米村となった。 

 

（１）明治７年（１８７４年）と明治９年（１８７６年）に、誠道学区に、２つの小学校 

   が設立される。 

 

明治７年、精業小学校は、久米川南村字   明治９年に設立された成名小学校跡 

久米上の寺院で設立された。現在は、ゴ   宮尾村中須賀に設立されたが、現在は、 

ルフ場入口の西側あたりと推定される。     姫新線の鉄道や民家の敷地となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎２つの小学校の校舎、教員数、児童数、授業料（１年間）等 

 

          精業小学校（明治７年）  成名小学校（明治９年） 

 

 校 舎      寺院（借地）       民家（借地） 

 教員数      １人           １人 

児童数 男    ６０人          ２５人 

     女    ２２人          １０人 

     計    ８２人          ３５人 

授業料      １８銭     授業料はなかったが、明治１０年にはあった。 
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 （２）明治２０年（１８８７年）精業小学校と成名小学校が統合して、久米川南村、 

    宮尾村、領家村、南方一色村の４ヵ村組合で、字大渡に校舎の新築に着手し 

    た。明治２１年（１８８８年）１０月１２日に竣工し、尋常誠道小学校と称 

    した。 

    明治２３年（１８９０年）４月、南方一色村を分離した。 

 

         明治２１年（１８８８年）竣工した尋常誠道小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）昭和２９年（１９５４年）北の校舎を新築した。昭和３０年（１９５５年） 

    中の校舎を新築した。昭和３６年（１９６１年）南の校舎を新築した。 

 

            その頃の誠道小学校の校舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 №１０ 

 （４）昭和６１年（１９８６年）～昭和６２年（１９８７年）に校舎を新築した。 

    昭和６３年（１９８８年）に、昭和４８年に新築した体育館を建て直した。 

 

 

 ５．秀実小学校の移り変わり 

 

 （１）明治８年（１８７５年）、現在の場所に、秀実小学校が設立された。 

    桑上、桑下、福田上、福田下、里公文上、里公文中、里公文下、油木上、油木 

    下、油木北、神代の１１ヵ村連合で、桑上に設立された。この校舎の工事中、 

    山田方谷がたまたまこの地に遊び、秀実の校名をつけた。 

 

       津山城の古材を使用した洋風３階造りの秀実校舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎秀実小学校の校舎の土地、教員数、児童数、授業料等（明治８年） 

  

   土 地       公有地 

 

   教員数       男３人 

 

   児童数  男   １４４人 

        女    ４８人 

        計   １９２人 

 

   学 区      上記１１ヵ村（戸脇は入っていない。） 

 

授業料      なし 

 



№１１ 

 （２）明治１１年（１８７８年）、油木上、油木下、油木北の３ヵ村が、油木小学校 

    を油木下村に設立した。３ヵ村は秀実学区より分離した。                   

 

           油木下にある油木小学校跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      現在（２０１７年４月２７日撮影）は空き家となっているあたりに、 

      油木小学校はあった。 

 

 

 ◎この地区の合併について、記述する。 

 

  ・明治１４年 里公文中村と里公文下村が合併して、里公文村となった。 

 

  ・明治２２年６月１日 油木上村、油木下村、油木北村、里公文村、里公文上村 

             が合併して、倭文中村となった。 

 

             桑上村、桑下村、福田上村、福田下村、戸脇村が合併して 

             倭文東村となった。 

 

  ・昭和１５年９月１日 倭文中村と倭文東村が合併して、倭文村となった。 

 

 

 （３）明治２３年（１８９０年）、油木小学校は秀実小学校に合併した。大字戸脇は 

    厚生学区より、秀実学区に編入した。 

 



№１２ 

 （４）明治３６年（１９０３年）２階だての校舎を竣工した。 

     

「久米郡誌」（大正１２年発行）によれば、明治３７年１月に、校地を拡張し、校

舎２棟を建築し、旧校地全部を運動場にしたと記述されている。「秀実創立百周

年記念誌」では、明治３６年１２月に、校舎を竣工したと、記述されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）昭和３０年（１９５５年）２階だての木造校舎を新築した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （６）昭和５６年（１９８１年）校舎を新築した。平成４年（１９９２年）、昭和４０ 

    年に新築した管理棟を修理した。平成７年（１９９５年）、昭和５０年に新築し    

    た体育館を改修した。 



№１３ 

資料   学校名の移り変わり 

 明治５年（１８７２年）８月３日 学制公布 

          美作地方では、明治５年から学校が設立されたが、明治６年の「血     

          税一揆」により、北条県（明治４年～９年）では４６校の大部分（ 

          １８校）が破壊されたため、学校は明治７年から設立されだした。 

           なお、「学制期」の学校の就学年齢は６歳から１４歳までの８年と 

          した。小学校は「尋常小学」を本体とし、「尋常小学」の６歳から９ 

         歳までの４年の「下等小学」、１０歳から１３歳までの４年の           

「上等小学」は、男女ともに卒業すべきものとした。 

             

 明治 ５年～明治１２年   文部省年報によれば「○○小学」となっている。 

          明治７年設立  岩谷小学 喬松小学 五楽小学 精業小学 

          明治８年設立  秀実小学 博智小学 

          明治９年設立  成名小学 

          明治１１年設立 油木小学 

           

 明治１２年（１８７９年）９月２９日 教育令が公布され、「○○小学」から「○○小学

校」と呼ばれるようになる。 

         岩谷小学校 喬松小学校 五楽小学校 精業小学校 秀実小学校 

         博智小学校 成名小学校 油木小学校 

 

 明治１３年（１８８０年）１２月２８日 「改正教育令」が公布された。この「改正教 

         育令」により、明治６年以来続いていた国庫補助金（小学委託金）が 

         廃止された。 

 

 明治１４年（１８８１年）５月４日 「小学校教則綱領」文部省達 

         これにより、小学校は、初等科（６歳～９歳の３年）、中等科（１０歳 

         ～１２歳の３年）、高等科（１３歳～１４歳の２年）の三等となった。 

 

 明治１９年（１８８６年）４月１０日 小学校令公布 

         これにより、小学校は、尋常・高等の２つに分かれ、同年５月２５日

の文部省令により、尋常小学校の修業年限を４年とし、高等小学校の 

         修業年限を４年とした。 

          校名については、この省令前は、ただ○○小学校と呼んでいたが、 

         以後、尋常○○小学校とか、高等○○小学校のように、従来の校名 

         の上に、等科を付するようになった。明治２０年４月から。 

         尋常岩谷小学校 尋常喬松小学校 尋常五楽小学校 尋常精業小学校 

         尋常秀実小学校 尋常博智小学校 尋常成名小学校 尋常油木小学校 
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 明治２０年（１８８７年）４月 尋常岩谷小学校が尋常喬松小学校と統合した。また、 

                尋常精業小学校と尋常成名小学校が統合し、尋常誠 

                道小学校となった。 

                岡山県が「岡山県小学校校則」を制定し（３月１５日）、 

                学年の始まりを１月から４月にすることにした。実施  

                は明治２２年４月から。 

 

 明治２２年（１８８９年） 市制・町村制が実施される。府県制・郡制が公布される。 

 

 明治２３年（１８９０年） 小学校令、改めて公布される。 

              これにより、尋常小学校の修業年限を４年・３年の２種と

し、高等小学校の修業年限を２年・３年・４年の３種とし

た。 

              ４月尋常博智小学校が尋常大井小学校と改称した。 

              ４月尋常五楽小学校が尋常大井小学校分教場と改称した。 

              ４月尋常油木小学校が尋常秀実小学校と統合した。 

 

明治２５年（１８９２年）１１月 岡山県訓令 

        小学校名は尋常・高等の区別により、○○尋常小学校、○○高等小学校 

        等と称することとした。この訓令によって、校名が○○尋常小学校に

改称されたのは半年後となった。 

 

明治２６年   校名が○○尋常小学校と改称された。 

        喬松尋常小学校 ７月公正尋常小学校（尋常大井小学校分教場から） 

        ７月大井尋常小学校（尋常大井小学校から） ４月誠道尋常小学校 

        ８月尋常秀実小学校 

 

明治２７年８月１日～明治２８年４月１７日 日清戦争 

 

明治３３年   小学校令が改正される。（第３次小学校令） 

        これにより、尋常小学校は４年に統一され、義務教育となった。 

        授業料も無償となった。 

        高等小学校は２年・３年・４年の３種としたが、尋常小学校と併設      

        する学校は尋常高等小学校となった。 

        郡制が施行（実施）され、美作は苫田・勝田・久米・英田・真庭の 

        ５郡となった。昭和４年津山市が発足して、美作は１市５郡となる。 

 

明治３７年２月１０日～明治３８年９月５日 日露戦争 

 



№１５ 

 明治４０年  小学校令が改正される。 

        これにより、尋常小学校は６年、高等科は２年とされ、昭和１６年まで 

        この制度は維持された。尋常小学校の６か年が義務教育となった。従来 

        の高等小学校の第１学年が尋常小学校の第５学年、高等小学校の第２学 

        年が尋常小学校の第６学年となったのである。 

 

 明治４１年～明治４２年 

        久米地区の尋常小学校（６か年）に、高等小学校（２か年）が併設され、 

        尋常高等小学校が開設された。 

        明治４１年４月 誠道尋常高等小学校開設 秀実尋常高等小学校開設 

        明治４２年４月 喬松尋常高等小学校開設 大井尋常高等小学校開設 

                公正尋常高等小学校開設 

 

 昭和１６年  ３月１日、国民学校令が小学校令を改正して公布される。４月１日に 

        施行（実施）される。 

        これにより、４月１日に、喬松国民学校、中正国民学校、誠道国民学校、 

        秀実国民学校となった。高等科の生徒は大井西青年学校、格致青年学校 

        秀実青年学校に通学することになった。青年学校は、普通科２年、本科 

        は男子５年、女子３年とした。 

        １２月８日、太平洋戦争が始まる。 

 

 昭和２０年  ８月１５日、戦争が終結する。 

 

 昭和２２年  ３月３１日、教育基本法・学校教育法が公布される。国民学校令は廃止 

        される。 

        ４月１日、新学制による小学校・中学校が発足する。９か年の義務教育 

        となる。久米地区の小学校は、喬松小学校、中正小学校、誠道小学校、 

        秀実小学校と、改称した。 

 

 昭和３０年（１９５５年）１月１日 久米村（明治２２年６月１日成立）、大井町（昭和 

        ２８年８月１日成立）、倭文村（昭和１５年９月１日成立）の３町村が合 

        併して、久米町ができた。 

        これにより、昭和３０年１月から、久米町立喬松小学校、久米町立中正 

        小学校、久米町立誠道小学校、久米町立秀実小学校となった。 

 

 平成１７年（２００５年）２月２８日 久米町は津山市と合併した。 

        これにより、久米地区の小学校は、津山市立喬松小学校、津山市立中正 

        小学校、津山市立誠道小学校、津山市立秀実小学校となった。３月には 

津山市立の小学校として、第１回の卒業式が実施された。 


